
地域包括ケアシステムに必要な４つの『助』

いつまでもいつまでも
明るい生活を送るために明るい生活を送るために
～支え合いの地域づくり～～支え合いの地域づくり～

 自助　
自分自身で健康維持のために運動し
たり、検診を受けたりして、自発的
に生活課題を解決するために行動す
る

 互助　
生活支援・見守り活動・ボランティ
アなどの地域住民が主体となって互
いに助け合い、支え合う仕組

 共助　
介護保険・医療・年金・社会保障制
度などの被保険者の負担で成立して
いる制度化された相互扶助

 公助　
自助、互助、共助では対応できない
部分を補う行政サービス（生活保護
や人権擁護などの制度）

　年齢を重ねるにつれて、「今まではできていたこ
とが難しくなってきた」など、日常生活における
ちょっとした困り事を抱え、日常生活での手助けを
必要とすることが多くなってくるものです。
　ヘルパーやデイサービスなど、市内で受けること
ができる介護サービスもありますが、高齢化や人口
減少が進む国内において、今後、求められるサービ
ス全てを介護保険制度で支えることは難しいと言わ
れています。
　住み慣れた地域で、可能な限りいつまでも自分ら
しく暮らし続けるためには、『支え合いの地域』が
求められています。

地
域
の
支
え
合
い

　
自
宅
な
ど
で
、
可
能
な
限
り
生
活
を
続
け
る

た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
互
い
に
助
け
合
い
、

生
活
の
中
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決

し
て
い
く
。
ま
た
、
介
護
が
必
要
と
な
る
前
か

ら
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
健
康
で
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
期
間
を
可
能
な
限
り
長
く
し

て
い
く
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
が
、
効
果
的
に
機
能
し
て
い
く
の
で

す
。

　
『
２
０
２
５
年
問
題
』
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
全
国
的
に
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
中
、

戦
後
の
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
と
き
に
生
ま

れ
た
、
い
わ
ゆ
る
『
団
塊
の
世
代
』
が
75
歳
に

達
す
る
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
に
表
面
化
す

る
で
あ
ろ
う
、
医
療
や
介
護
と
い
っ
た
社
会
保

障
費
の
急
増
な
ど
の
問
題
の
こ
と
で
す
。

　
高
齢
者
の
増
加
に
合
わ
せ
て
、
医
療
や
介
護

の
需
要
も
高
ま
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
進
展
す
る
高
齢
化
に
よ
り
、
医
療
や
介

護
に
従
事
す
る
職
員
の
不
足
も
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
は
、
『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
』
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』
は
、
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
体
制
の
こ
と
で
、
『
自
助
』
、
『
互
助
』
、

『
共
助
』
、
『
公
助
』
と
い
う
４
つ
の
『
助
』

を
連
携
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
高
齢
化
が
進
み
、
『
共
助
』
、
『
公

助
』
が
必
要
で
は
な
い
も
の
の
、
日
常
生
活
の

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
を
抱
え
る
方
が
増
え
て

い
く
近
い
将
来
に
お
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
体
的
に
行
う
『
自
助
』
、
『
互
助
』
の
重

要
さ
が
増
し
て
き
ま
す
。
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